
令和３年度　事務事業総点検表（１次評価）

区役所

Ｒ２ Ｒ１ H30

葵
区
地
域
総
務
課

1
葵区魅力づ
くり事業

H 17 ～
市

（直営）

地域が主体となって
取り組む自然や歴史・
文化を活かしたイベン
ト等への集客支援な
ど、地域活動を支援し
活発化させることで、
希薄になりつつある地
域の絆を深めるととも
に、地域の魅力を発
信し、持続可能な住
民主体のまちづくりを
目指す。

①葵区魅力づくり事業
（葵トラベラー、葵チャ
レンジャー、葵区魅力
情報発信）
②オクシズ人口減少
対策

①魅力づくり事業
を実施した件数
②短期的な取り組
みとして関係各課
等と協働して実施
した件数

①42事
業
②16事
業

①19事業
②６事業

一
般
11,400 ― 7,927 2.0 1.0

(a)自治会連合
会の会長アン
ケートにおける
魅力づくり事業
の満足度

(b)オクシズ移住
体験ツアー参加
者数

(a)
80%

(b)
40人

(a)
77.7%

(b)
-

(a)
-

(b)
-

(a)
-

(b)
-

(a)魅力づくり事業の「持続可能な
住民主体のまちづくり」への貢献を
評価するため、自治会の活性化や
連帯感向上への寄与度合を指標
とした。昨年度の連合会長への聞
き取り調査の実績から目標値を
80％に設定した。

(b)オクシズへの移住を積極的に
考える人の増加を測るため、移住
体験ツアー参加者数を指標とし
た。初年度は、計画しているツ
アーの定員100％の参加を目標値
とした。

(a)
81.8%

(a)
A

A

新型コロナウイルス感染症拡大の
影響から魅力づくり事業が支援す
る地域活動そのものが中止や次
年度へ延期となるケースが多かっ
たが、コロナ禍での地域活動の実
施に悩む団体に向け情報提供や
相談体制を充実させたことで、自
治会連合会会長の満足度は目標
値を上回った。

役員等の減少や高齢化により学
（地）区で地域活動の見直しが必
要といった意見も多かったことか
ら、地域活動を支援する魅力づく
り事業についても、地域の負担を
考え、その目標や効果を見極め、
実施の要否を検討することとした。

葵
区
地
域
総
務
課

2
葵区区民意
見聴取事業

H 27 ～
市

（直営）

葵区の区域内におけ
る喫緊の課題解決に
向け、広く意見聴取を
行い、「葵区魅力づく
り事業」などに反映す
るなど、葵区の魅力あ
る地域づくりを推進す
る。

区民意見の把握・反
映

①ふるさと未来づ
くり会議の開催
②調査、結果報告
を行った学（地）区
数

①実施
②38学
（地）区

①実施
②38学（地）
区

一
般

112 ― 0 1.0 0.0

聴取した意見を
葵区魅力づくり
事業に反映でき
た件数

10件 10件 10件 ６件

意見聴取を目的とした会議に加
え、ブロック担当職員が聴取した
課題に対し、葵区魅力づくり事業
に反映できた件数を指標とした。
目標値は、過年度実績から10件と
した。

９件 A A

全38学（地）区への聞き取りやふる
さと未来づくり会議で提起された課
題等に対して積極的に解決に取り
組んだ結果、常葉大学と協力して
移住者向け葵区マップを作成する
など課題解決につながる事業９件
を魅力づくり事業に反映した。
目標値をやや下回ってはいるが、
概ね期待通り。

令和２年度に葵区38学（地）区の
自治会連合会長へ聞き取り調査を
行った結果、多くの地区から「中山
間地域で急激に進む人口減少へ
の対応」が課題と挙げられたことか
ら、令和３年度、葵区の職員を中
心に関係各課の職員、民間企業、
地元自治会連合会が連携し、中
山間地域の人口減少対策を進め
るプロジェクト「葵区
MoveToOkushizu」を立上げた。今
後は、提案された各種事業の実効
性や効果について検討し、事業を
実施する。

葵
区
地
域
総
務
課

3
葵区環境整
備事業

H 27 ～
市

（直営）

来庁者にとって便利
で快適な窓口サービ
スを提供する。

①便利な窓口サービ
スの提供、窓口環境
の整備
②③行政情報発信の
強化

①窓口環境の改
善
②SNS情報発信数
③行政情報の４コ
マ漫画作成数

①実施
②240回
以上
③10本

①実施
②396回
③10本

一
般
1,755 ― 2,460 0.5 0.0

窓口アンケート
における市民満
足度

95％
以上

96.9% 98.0% 96.9%

多様化、高度化する市民ニーズに
応えた区役所窓口の環境整備、
人材育成ができているかを計る指
標として、市民満足度を設定した。
目標値は、第３次行財政改革推進
大綱後期実施計画の策定時に三
区共通で定めた「市民満足度95%
以上」を準用した。

99.1% A A

・ウィズコロナの窓口対策としてア
クリル板の追加やサーキュレータ
の配置等、安心安全な窓口を整
備した。
・窓口アンケートにおける市民満
足度は、目標値を大きく上回っ
た。

国の基幹システムの整備方針等
の動向を注視しながら、デジタル
化推進課等と連携し、スマート区
役所の検討など、窓口業務のデジ
タル化による便利で快適な窓口
サービスの提供を目指す。

葵
区
地
域
総
務
課

4
葵区人材育
成事業

H 27 ～
市

（直営）

時代のニーズやあら
ゆる市民に対応できる
人材を育成し、市民
サービス向上を図る。

①区役所独自の研修
の実施
②③おもてなしの意識
改革
④区各課の職員から
なるプロジェクトチーム
による取組み

①実施回数
②全職員の当番
制による葵区案内
人の実施
③案内人実施後、
おもてなし意識に
変化があった人の
割合
④情報発信PTメ
ンバーによるSNS
情報発信数

①４回
②実施
③80％
④１人月
２回程度

①４回
②実施
③94.4％
④１人平均
月2.8回

一
般

983 ― 280 0.5 0.0
窓口アンケート
における市民満
足度

95％
以上

96.9% 98.0% 96.9%

多様化、高度化する市民ニーズに
応えた区役所窓口の環境整備、
人材育成ができているかを計る指
標として、市民満足度を設定した。
目標値は、第３次行財政改革推進
大綱後期実施計画の策定時に三
区共通で定めた「市民満足度95%
以上」を準用した。

99.1% A A

・自治体にとってのCS（顧客満足
度）を学ぶ窓口改革実践研修や
案内人事前研修など、課題に即し
た研修を計画通り実施した。
・葵区全職員の当番制による「葵
区役所案内人」を市コンシェル
ジュと連携して配置し、おもてなし
意識の醸成を図った。
・窓口アンケートにおける市民満
足度は、目標値を大きく上回っ
た。

区職員自らが課題を発見し、解決
に　導く能力を育成するため、社
会情勢や市民ニーズに即した研
修等を実施していく。

駿
河
区
地
域
総
務
課

5
駿河区魅力
づくり事業

H 17 ～
市

（直営）

区における地域特
性、課題、区民ニーズ
等を踏まえ、区のイ
メージアップ、活性
化、区民サービスの向
上、区民交流の促進
等を図る。

①地域力推進事業
・駿河区旬穫祭
・スルガフェス
・駿河トロベーラリー
・区のキャラクター事
業

②地域提案支援事業
・元気アップ応援プロ
ジェクト
・エコライフプロジェク
ト

③地域の人材育成事
業
・駿援隊
・駿援隊フォローアッ
プ事業

①区のPR事業の
回数

②トロベーのSNS
等への掲載回数

③トロベーLINEス
タンプ第二弾作成

①10回

②10回

③実施

①14回

②13回

③実施

一
般
11,250 － 8,728 2.5 0.5

①事業に参画し
た地域団体の数

②トロベーのイ
ベント等への露
出件数

③トロベーLINE
スタンプの利用
回数

①延べ
75団体

②30件

③
200,00
0回/年

①延べ
79団体

②19件

　－

①延べ
109団
体

②45件

　－

①延べ
65団体

②61件

　－

過年度実績を基に新型コロナウイ
ルス感染症の影響による事業の縮
小や変更を見込み、当該年度の
事業を勘案して目標となる数値を
算出した。

①延べ
107団
体

②25件

③
368,92
6回/年

①Ａ

②Ｂ

③A
A

コロナ禍で中止となるイベントも
あったが、他局との連携によるスタ
ンプラリー事業や、区の特産品の
PR、Zoomを活用した講座などを実
施し、一定の成果をあげることがで
きた。また、地元中学生からトロ
ベーの新規デザインを募集し、市
民投票を実施するなどの過程を経
てLINEスタンプの第２弾を作成
し、スタンプの利用回数の増加に
つながった。

「誰もが住みやすい駿河区の実
現」に向け、これまでの成果を活か
し、「新たな日常」に対応した地域
の賑わいを創出する。また、区民
ニーズを踏まえた効果的な事業の
実施を推進し、住民がより主体的
にまちづくりに参加できる環境を整
える。さらにコロナ禍でも感染症に
配慮したイベントの仕組みを検討
し、駿河区の魅力をＰＲする。

①
所
属
名

№

実績値
当該年度
の目標値

指標名指標名

⑤事業目的
④事業の
実施主体

活動の状況（アウトプット）

当該年度
の目標値

⑥事業内容②事務事業名

⑦活動指標（アウトプット指標）

実績値

評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

⑪
１次
評価

⑫評価理由 ⑬今後の課題と課題解決に向けた取組内容

⑧事業費 ⑨人工

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出根拠

成果（アウトカム）

⑩成果指標（アウトカム指標）

達
成
度

会
計

事業概要（全体）

③期間
予算額
（千円）

投入コスト（インプット）

決算額
（千円）

正
職
員
(人)

会計
年度
任用
職員
（人）

前年度
からの
繰越額
（千円）
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①
所
属
名

№

実績値
当該年度
の目標値

指標名指標名

⑤事業目的
④事業の
実施主体

活動の状況（アウトプット）

当該年度
の目標値

⑥事業内容②事務事業名

⑦活動指標（アウトプット指標）

実績値

評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

⑪
１次
評価

⑫評価理由 ⑬今後の課題と課題解決に向けた取組内容

⑧事業費 ⑨人工

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出根拠

成果（アウトカム）

⑩成果指標（アウトカム指標）

達
成
度

会
計

事業概要（全体）

③期間
予算額
（千円）

投入コスト（インプット）

決算額
（千円）

正
職
員
(人)

会計
年度
任用
職員
（人）

前年度
からの
繰越額
（千円）

駿
河
区
地
域
総
務
課

6
駿河区区民
意見聴取事
業

H 27 ～
市

（直営）

区域に居住、又は通
勤・通学する市民の参
画により区の魅力ある
地域づくりを推進する
ための区民意見聴取
を行う。

わがまち×わかまち会
議

①参加者数

②ワークショップの
実施回数

③区政への提案
件数

①20人

②４回

③４件

①25人

②４回

③６件

一
般

817 － 509 0.5 0.1
聴取した意見を
区政にフィード
バックした件数

４件 ２件 ５件 ６件

新型コロナウイルス感染症の収束
が見通せない状況ではあるが、会
議の開催を昨年度までと同規模で
予定し、昨年度までの実績を勘案
して目標値を設定した。

３件 B B

テーマを「駿河区役所周辺の賑わ
いの創出」に限定したことにより、
重複する意見があった。そのた
め、意見を集約した結果、目標値
に届かなかった。しかしながら大学
生をはじめ、地域の企業に勤める
方や住民が参加し、令和４年度に
新たに実施するトロベーWeek等に
反映することのできる提案を受ける
ことができた。

意見聴取のテーマ設定する際に、
方向性を狭めすぎないよう検討す
るとともに、駿河区内に大学が複
数あるという特色を活かし、若い世
代が継続的に魅力ある地域づくり
に参画する仕組みを検討してい
く。

駿
河
区
地
域
総
務
課

7
駿河区役所
環境整備事
業

H 27 ～
市

（直営）

市民が利用しやすい
区役所にするために
区役所窓口等の空間
を整備することで窓口
サービスの向上を目
指す。

駿河スマイルプロジェ
クト（通称SSP：駿河区
窓口サービス改善運
動）における、庁内巡
視、おもてなし清掃・
窓口環境の整備

①庁内巡視回数

②おもてなし清掃
実施回数

③窓口環境等の
整備

①８回

②24回

③実施

①４回

②４９回

③実施

一
般
1,220 － 740 0.3 0.1

窓口アンケート
における市民満
足度

95%以
上

99.4% 99.5% 97.4%

多様化・複雑化する市民ニーズに
応えた区役所窓口の環境整備、
人材育成ができているかを測る指
標として、市民満足度を設定した。
目標値は、第３次行財政改革推進
大綱実施計画策定時に３区共通
で定めた「市民満足度95%以上」を
準用した。

97.6% A A

駿河区役所１階の情報発信ス
ペース「駿河区魅力のもり広場」の
活用により、区の様々な情報を発
信することができた。また定期的な
おもてなし清掃、庁内巡視等を行
い、利用しやすい窓口環境の改善
を実施することで、市民満足度を
高めることができた。

市民満足度の高水準を維持する
ため、駿河スマイルプロジェクト
（SSP）において、より効果的な環
境整備事業の実施について検討
していく。

駿
河
区
地
域
総
務
課

8
駿河区役所
人材育成事
業

H 27 ～
市

（直営）

駿河区独自の職員研
修を実施し、区民サー
ビス向上を目指す。

各課業務説明会、接
遇研修等、内部研修
の実施

内部研修の実施
回数

６回 ５回
一
般

963 － 306 0.3 0.1
窓口アンケート
における市民満
足度

95%以
上

99.4% 99.5% 97.4%

多様化・複雑化する市民ニーズに
応えた区役所窓口の環境整備、
人材育成ができているかを測る指
標として、市民満足度を設定した。
目標値は、第３次行財政改革推進
大綱実施計画策定時に３区共通
で定めた「市民満足度95%以上」を
準用した。

97.6% A A

来庁者のニーズに的確に応えら
れるようにするため、他課の業務を
幅広く知る研修や、窓口対応や接
遇スキルを高める研修を行った。こ
れにより、職員の窓口対応能力の
向上を図り、市民満足度を高める
ことができた。

市民満足度の高水準を維持する
ため、駿河スマイルプロジェクト
（SSP）において、より効果的な人
材育成事業の実施について検討
していく。

清
水
区
役
所
地
域
総
務
課

9
清水区魅力
づくり事業

H 17 ～
市

（直営）

地域の特性、課題、
区民ニーズ等を踏ま
えた各種事業を実施
し、区の魅力を国内外
に発信するとともに、
地域との協働による区
政の推進を図る。

(1)広報専門官シズラ
による魅力発信事業
の実施
①清水区広報キャラク
ター「シズラ」を活用し
た区内外への情報発
信の実施
②SNSによる情報発信
の実施
③地域振興イベントの
実施

(2)区民提案事業の実
施

(3)移住・定住促進事
業の実施

(1)①イベント参加
数
②SNS情報発信数
③イベントの開催
回数

(2）イベントの開催
回数

(3)移住関連イベ
ントの開催回数

(1)
①40件
以上/年
②SNS
570件以
上/年
③１回以
上

(2)１回

(3)１回以
上

（１）
① 72件/年
② 635件/
年
③ ２回

（２）２回

（３）１回

一
般
11,400 ― 10,081 1.8 0.0

(1)①②
SNS(Facebooｋ・
Twitter）いいね
数
③イベント参加
者アンケート満
足度

(2）イベント参加
者アンケート満
足度

(3)移住相談件
数

(1）
①②
55,000
件以上
③75％
以上

(2)75
％以上

(3)５件
以上

(1）
①②
40,116
件
③76％

(2)－

(3)９件

(1）
①②
63,583
件
③79%

（2)-

(3)５件

(1）
①②
74,713
件
③70%

（2)-

(3)－

(1）①②ＳＮＳは、どれだけの人に
情報が配信され情報が認知され
更にどのような評価がなされたか
が重要であるため、Facebookと
Twitterの「いいね」数を指標に設
定した。（SNS(FacebookとTwitter）
のいいねの昨年の実績値をもとに
算出。）
③同イベントの過去3年間の開催
時の参加者アンケートの満足度の
平均値を参考に75％以上を目標
値とした。（令和２年度は代替えイ
ベントを実施）

（2）地域振興イベントの指標設定
値を準用し、目標値75％以上を設
定した。

(3)令和元年度及び２年度の窓口
及び電話等による移住相談実績
の平均件数を参考に目標値を5件
以上とした。

（１）
①②
46,379
件
③82％

（２）－

（３）12
件

（１）
①
②B
③S

（２）
－

（３）
S

A

（１）①②コロナ禍で各種イベントが
中止となったことなどにより、
SNS(Facebook・Twitter）いいね数
の実績値は、Facebookが21,127
件、Twitterが25,252件で合計は
46,379件と目標値を下回った。
③昨年に引き続き、謎解きイベント
「シズラと一緒に清水の宝を探し出
せ！Part2」を実施。参加者アン
ケートの満足度は82％であり、昨
年の76％を上回る結果となった。

（２）－

（３）移住相談については、コロナ
禍の影響で12件中11件が電話相
談であったが、時間をかけた聴き
取りやメール等でのフォローによ
り、移住希望者のニーズに寄り
添った対応ができた。

（１）①②豊富な地域資源の情報
収集や、しみず魅力発信サポー
ターからの情報提供を基に、SNS
の発信をしていくほか、ウィズコロ
ナに対応したイベントの開催・運営
方法を工夫していく。

（２）－

（３）コロナ禍で移住への関心が高
まる中、多様なニーズに対応でき
るよう、職員のスキルアップと共
に、オンラインなどの手法を取り入
れ、円滑な相談ができる体制を整
えていく。
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①
所
属
名

№

実績値
当該年度
の目標値

指標名指標名

⑤事業目的
④事業の
実施主体

活動の状況（アウトプット）

当該年度
の目標値

⑥事業内容②事務事業名

⑦活動指標（アウトプット指標）

実績値

評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

⑪
１次
評価

⑫評価理由 ⑬今後の課題と課題解決に向けた取組内容

⑧事業費 ⑨人工

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出根拠

成果（アウトカム）

⑩成果指標（アウトカム指標）

達
成
度

会
計

事業概要（全体）

③期間
予算額
（千円）

投入コスト（インプット）

決算額
（千円）

正
職
員
(人)

会計
年度
任用
職員
（人）

前年度
からの
繰越額
（千円）

清
水
区
役
所
地
域
総
務
課

10
清水区区民
意見聴取事
業

H 27 ～
市

（直営）

住民主体のまちづくり
を推進するため、地域
課題に関する意見交
換や幅広く区民の声
を聴取しながら区政に
反映していく。

（1）清水区まちづくり
ミーティングの実施

（２）清水区未来創造
トークの実施

(1)清水区まちづく
りミーティングの参
加団体数

(2)清水区未来創
造トークの開催

(1)１団体
以上

(2)１回以
上

(1)１団体

(2)１回

一
般

390 ― 353 1.0 0.0

(1)課題解決に
向けた提案件数

(2)参加者アン
ケート「清水区を
良くするため、自
ら行動しようと思
うようになった
方」の割合

(1）
１件以
上

（2)
85％

(1）
１件

（2)
87.5％

（1）－

（２）-

(1）－

（２）－

（1）自治会を始めとした地域の住
民自らが問題解決策を導き出し、
実践していくための提案件数１件
以上を目標として設定した。

（２）参加者が清水区長との対話を
通して得られたまちづくりへの参加
意識の向上率を目標値とした。
（過去の清水区区民意見聴取事
業開催時のアンケートにおける満
足度の平均値82％と令和２年度の
清水区未来創造トークでのアン
ケート実績との平均値を参考に、
目標値を85％以上と設定した。）

（１）
由比地
区
１件

（２）
91.7％

（１）
A

（２）
S

A

（１）コロナ禍で対面方式での実施
が難しい中、 Zoomを利用し継続
開催した。幅広い世代の参加によ
り、まちづくりに対し多様な意見が
集まるとともに、区民の自発的な行
動を促す意識づけをすることがで
き、参加者有志のまちづくり活動
が始動した。

（２）感染防止の観点から、集合型
ワークショップの開催を取りやめ、
各校へ職員が出向く出張型ワーク
ショップに切り替えて開催した。参
加した高校生が、清水区の現状を
把握し、将来像を考え、地域をよく
するための活動意識の向上に繋
がった。

（１）テーマに沿ったファシリテー
ターの選出、幅広い世代からの参
加者募集を行い、多様な意見を聴
取していく。
（令和４年度：岡地区にて実施）

（２）高校生から意見聴取するだけ
に留まらず、いただいた意見を秋
のイベントに反映させ、参加にも繋
げられるよう、開催時期を例年より
繰り上げて実施する。

清
水
区
役
所
地
域
総
務
課

11
清水区役所
環境整備事
業

27 -
市

（直営）

区役所職員による業
務改善活動を通じ、
お客様にとって安心
で居心地の良い空間
づくりを目指し、満足
度向上を図る。

（1）フロア環境快適化
推進事業
（２）おもてなし環境整
備事業の取組

（１）フロア環境快
適化推進事業の
取組
（２）おもてなし環
境整備事業の取
組

（１）実施
（２）実施

（１）実施
（２）実施

一
般
1,606 ― 1,528 0.5 0.0

窓口アンケート
における市民満
足度

95.0% 98.3% 98.7% 98.5%

多様化、高度化する市民ニーズに
応えた区役所窓口の環境整備、
人材育成ができているかを計る指
標として、市民満足度を設定した。
目標値は、第３次行財政改革推進
大綱実施計画の「市民満足度95%
以上」を準用した。

99.1% A A

職員からなるプロジェクトチームに
よる検討をもとに、ハード・ソフトの
両面から、お客様にとって安心で
居心地の良い空間づくりを進めた
ことにより、目標値を上回る市民満
足度を維持することができた。

区役所職員による業務改善活動も
令和４年度で10年目を迎える。こ
れまでの成果や令和３年度に実施
した区役所職員向けアンケート結
果をもとに、必要な見直しを行い、
高い市民満足度を維持していく。

清
水
区
役
所
地
域
総
務
課

12
清水区役所
人材育成事
業

27 -
市

（直営）

接遇をはじめとした職
員のスキルアップを図
るとともに、改善マイン
ドの高い職員の育成と
区役所全体の改善風
土の醸成を図る。

（１）接遇スキルアップ
推進事業
（２）地域課題研究事
業
（３）業務改善体制推
進事業

（１）研修開催回数
（２）研修開催回数
（３）改善取組件数

（１）４回
（２）３回
（３）９件
以上

（１)６回
（２）７回
（３）９件

一
般

854 ― 550 0.5 0.0
窓口アンケート
における市民満
足度

95.0% 98.3% 98.7% 98.5%

多様化、高度化する市民ニーズに
応えた区役所窓口の環境整備、
人材育成ができているかを計る指
標として、市民満足度を設定した。
目標値は、第３次行財政改革推進
大綱実施計画の「市民満足度95%
以上」を準用した。

99.1% A A

　接遇をはじめとした研修の実施
によって、職員のスキルアップと、
区役所全体の改善風土の醸成を
図ることにより、市民満足度は
99.1％を達成することができた。
（１）接遇スキルアップ推進事業
①電話応対診断フォローアップ研
修（全１回）
②説明説得研修(全１回）
③業務知識研修会（全３回）
④やさしい日本語研修(全１回）
（２）清水区人材育成プロジェクト
①女性活躍推進事業（全３回）
②清水区OJT＋（プラス）研修
③清水区の魅力再発見！「ブラし
みず」（全４回）
（３）業務改善体制推進事業
業務改善事例発表会の開催（全９
件）

　基本の接遇研修に加え、清水区
役所で働く職員が一番の清水区
ファンとして、清水区の魅力を知
り、発信するための研修を企画す
る。
　また、市役所職員として今後の
キャリアアップを見据えた研修を加
え、下記のとおり研修を実施予
定。
（１）接遇スキルアップ推進事業
①窓口応対研修（全１回）
②クレーム対応研修(全１回）
③職場のコミュニケーション研修
（全１回）
④業務知識研修会
（２）清水区人材育成プロジェクト
①女性活躍推進事業（全３回）
②清水区OJT＋（プラス）研修
③清水区の魅力再発見！「ブラし
みず」（全３回）
（３）業務改善体制推進事業
業務改善事例発表会の開催


